
４月（入職時）～数日間 ４月～６月 ７月～９月 10月～12月 1月～3月

方法 時間 病棟適応・基礎確立 実践拡大 自立促進 定着・総合評価

１，新人看護職員研修の概要 講義 １時間

講義・演習 ３時間 ・実践の振り返り
・一年間の振り返りと次年度の目
標設定

基本技術
講義・演習

OJT

・自己学習
（↓ナーシングメゾット・マニュアル熟読）
・環境調整
・食事、排泄（尿器・Pトイレ）
・活動（歩行、移動、移乗）
・休息（体位変換）
・清潔（入浴介助、清拭、口腔ケア、陰部洗浄、お
むつ交換）
・衣生活（寝衣交換、シーツ交換）
↑実施確認、理解評価

・自己学習
（↓ナーシングメゾット・マニュアル熟読）
・排泄（摘便、浣腸）
・酸素吸入療法
・吸引
・体位ドレナージ
・気管カニューレ管理
・ネブライザー
↑実施確認、理解評価

・実践の振り返り ・基本技術獲得状況の総合評価

創傷管理 講義・演習 ３時間
・自己学習
（e-ランニング、マニュアル）

・スキンケア
・創傷処置
・褥瘡予防

・実践の振り返り褥瘡の予防
（リスクアセスメント、耐圧分散）

・褥瘡委員会の活動

与薬の技術
講義・演習

OJT
６時間

・自己学習
（↓ナーシングメゾット・マニュアル熟読）
・与薬確認
・経口薬、外用薬、直腸内与薬
・皮下注射、筋肉注射
・点滴管理：薬剤の準備、ボトル交換、挿入部の
固定、輸液量の計算等
・輸液ポンプ、シリンジポンプの使い方
↑実施確認、理解評価

・点滴静脈注射
・薬剤等の管理
（毒薬・劇薬・麻薬・血液製剤を含む）
・中心静脈内注射の準備、介助、管理
実施確認、理解評価

・抗菌薬、抗ウイルス薬の用法の理解と
 副作用の観察
・インスリン製剤の種類、用法の理解と副作用
・輸液の準備、輸血中と輸血後の観察
・麻薬の種類、用法の理解と副作用の観察
・毒薬、劇薬、血液製剤の管理

＊灰色は必要時

救急救命処置技術講義・演習 ４時間

・BLS手順
・AED操作
・意識レベルの把握
・急変時の対応（e－ランニング）
・チームメンバーへの応援要請

症状・生体機
能
管理技術

講義・演習
OJT

６時間

・バイタルサイン測定と観察
・静脈血採血と検体の取り扱い
・血糖測定
・心電図モニターの装着、管理
↑実施確認、理解評価

・自己学習（e－ランニング）
・フィジカルイグザミネーション ・実践の振り返り

感染防止の技術講義・演習 ２時間
・感染対策について
（ICTによる講義）

・スタンダードプリコーションの実施
（e-ランニング、実技）

・隔離が必要な患者の管理
（インフルエンザ・コロナ・ノロ・疥癬等）

・感染研修（法人全員） ・ICTの活動

安全確保 講義・演習 ２時間
・患者誤認防止策
・転倒転落防止策
・薬剤、放射線暴露防止策

苦痛の緩和
看取りケア

講義・演習
OJT

・疼痛管理基本
（e－ランニング）

・安楽な体位の保持
・リラクゼーション技法（罨法、呼吸法）
・声掛け

・死後の処置
・家族への配慮

看護過程
講義・演習 ・看護記録

（e－ランニング、実施）

・アセスメント
・看護計画立案
・評価
・記録

・実践の振り返り ・実践の振り返り

その他
配属部署で
必要な看護
技術

OJT

安全管理 講義・演習 2時間
・医療安全のについて
（新入職者研修）

・インシデント、アクシデント報告書の　　　書き方 ・医療安全研修（法人全員）

情報管理 講義・演習 2時間
・個人情報保護について
（新入職者研修）

・個人診療情報の取り扱い
・看護記録（e-ランニング、プリセプター）

・個人情報保護研修（法人全員）

業務管理
講義・演習

OJT
２時間 ・日常業務の流れ

・業務の基準手順に沿って実施
・優先度を考えた行動
・報告、連絡、相談
・時間配分を考えた業務の調整

・リーダー業務

薬剤等管理 講義・演習 １時間 ・薬剤の管理
薬物管理の基本
（e－ランニング、実技）

・薬剤に関する研修（法人全員） ・薬剤を適切に請求、受領、保管

災害
防災管理物
品管理

講義・演習 １時間
・災害発生時の対応
・防災（新入職者研修）

・災害時の対応、役割
・消火設備、避難ルート

・災害時における役割（災害訓練参加） ・夜間災害発生時の役割

物品管理 講義・演習 １時間 ・適切に医療機器の取り扱い ・看護用品、衛生材料の整備点検

コスト管理 講義・演習 ０．５時間 ・費用対効果を考慮した物品の選択

１時間 ・振り返り（プリセプター・師長） ・振り返り（プリセプター・師長） ・振り返り（プリセプター・師長） ・振り返り（プリセプター・師長）

配属部署で必要な看護技術

新人看護職員研修プログラム

３，技術的側
面

４，管理的側
面

研修の振り返り　フォローアップ

・看護部オリエンテーション
・目標と計画
・ポートフォリオの活用方法
・患者の権利と看護者の責務
・看護者の倫理要綱
・病院の機能と理念
（新入職者研修）

２，看護職員として
必要な基本姿勢と態度

研修項目　

青：看護部長　　　　　赤：師長　　　　紫：法人研修　　　　茶：eラーニング（自己学習）　　　　緑：プリセプター


